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調査結果の概要 

 

平成１７年１０月１日現在で実施された「平成１７年国勢調査」の 

第１次基本集計結果（人口，世帯，住居、外国人及び高齢者世帯等に関す

る事項）の千葉県の概要をまとめました。 

 

１ 人 口 

（１） 人口総数 

千葉県の人口は６，０５６，４６２人―５年前より２．２％増加―

    
平成１７年１０月１日現在の本県の人口は、６，０５６，４６２人

で、全国人口の４．７％を占め、第６位であった。 
 平成１２年調査に比べて１３０，１７７人、２．２％（前回２．２％）

増加した。全国の増加率は０．７％で本県は第６位であった。 
本県の人口増加数は、昭和５０年の７８２，５２３人増加をピーク

に減少を続けていたが、今回は平成１２年の増加数１２８，５０３人

を１，６７４人上回った。 
男女別人口は、男性３，０２９，４８６人、女性３，０２６，９７６

人となり、人口性比(女性１００人に対する男性の数)は平成１２年の 
１００．９から１００．１と０．８ポイント減少した。 

図１　千葉県人口の推移
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（２） 市町村別人口 

人口増加率が最も高い市町村は浦安市 

 
   市町村別に人口をみると、千葉市が９２４，３１９人で最も多く、

県人口の１５．３％を占めた。次いで、船橋市が５６９，８３５人、 
松戸市が４７２，５７９人、市川市が４６６，６０８人、柏市が 
３８０，９６３人の順となった。 
 人口増加数では千葉市が３７，１５５人で最も多く、次いで浦安市、

船橋市、市川市、八千代市の順となった。 
   人口増加率では浦安市が１６．８％で最も高く、次いで、印旛村、

酒々井町、八千代市、大網白里町の順となった。 
   人口減少数では銚子市が３，６７７人で最も多く、次いで富津市、 

佐原市、九十九里町、鴨川市の順となった。 
   人口減少率では長南町が７．６％で最も多く、次いで白浜町、鋸南

町、九十九里町、千倉町の順となった。 
 
表１－１ 人口増加数上位５市町村の推移            単位：人 
 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 
１ 千葉市 40,525 千葉市 27,423 千葉市 30,286 千葉市 37,155

２ 市川市 38,774 市原市 19,345 八千代市 14,339 浦安市 22,306

３ 柏 市 31,930 佐倉市 17,936 柏 市 10,101 船橋市 19,761

４ 松戸市 28,737 印西町 15,949 浦安市  9,330 市川市 17,966

５ 船橋市 26,304 八街市 15,182 船橋市  9,257 八千代市  11,881

 
表１－2 人口増加率上位５市町村の推移             単位：％ 
 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 
１ 印西町 78.5 印西町 38.23 本埜村 85.2 浦安市 16.8
２ 栄 町 58.3 山武町 38.15 八街市 11.3 印旛村 14.0
３ 山武町 34.7 八街市 30.3 大網白里町 11.0 酒々井町  7.5
４ 八街町 33.3 白井町 28.0 神崎町 9.6 八千代市  7.0
５ 富里町 28.7 大網白里町 25.2 東金市 9.3 大網白里町  5.3
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表１－3 人口減少数上位５市町村の推移            単位：人 
 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 
１ 銚子市 2,745 銚子市 2,958 銚子市 3,483 銚子市 3,677
２ 富津市 1,901 館山市 1,695 佐原市 1,617 富津市 2,677
３ 館山市 1,460 勝浦市 1,006 館山市 1,468 佐原市 2,363
４ 鋸南町 746 千倉町 727 富津市 1,434 九十九里町  1,257
５ 千倉町 704 鋸南町 625 関宿町 1,180 鴨川市 1,178
 
表１－4 人口減少率上位５市町村の推移            単位：％ 
 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 
１ 白浜町 7.3 富浦町 6.5 富山町 6.28 長南町 7.6
２ 鋸南町 6.0 天津小湊町 5.4 長南町 6.27 白浜町 7.3
３ 天津小湊町  5.7 鋸南町 5.3 天津小湊町 6.1 鋸南町 7.1
４ 富浦町 5.5 富山町 5.2 干潟町 5.7 九十九里町  6.2
５ 和田町 4.9 白浜町 5.1 和田町 5.2 千倉町 5.9
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（３）外国人 

県内在住外国人は７３，１１６人 ―５年前より２７.０％増加―

 
   千葉県に在住する外国人は、７３，１１６人で、平成１２年調査に

比べて１５，５３１人、２７．０％増加し、県人口の１．２１％を 
占めた。 

   本県在住外国人を国籍別に見ると、中国人が１９，５６４人で最も

多く、外国人在住者の２６．８％を占めた。次いで韓国・朝鮮人が 
 １３，６１６人、フィリピン人が１０，１１８人、ブラジル人が 

３，８４９人の順となった。 
  
表２ 県内在住外国人数及び県人口比率の推移 
 平成 2 年 平成７年 平成１2 年 平成１７年 
県 内 在 住 外

国人（人） 
 

２７，５６８

 

４８，２３６

 

５７，５８５ 
 

７３，１１６

県 人 口 比 率

（％） 
   

０．５０ 
   

０．８３ 
   

０．９７ 
    

１．２１ 
 

   

図２ 国籍別外国人人口(平成１７年）
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  ＊ その他には、無国籍及び国名「不詳」を含む 
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（４） 人口密度 

人口密度の最も高い市町村は浦安市

 
   本県の人口密度は、１，１７４．５人 /ｋ㎡で、平成１２年調査に 

比べて２５．１人増加した。 
 人口密度を全国と比較すると、全国では３４２．７人/ｋ㎡で、本県

は６番目に高かった。 
   人口密度の高い市町村は、浦安市が８，９７６．３人 /ｋ㎡、 
  次いで市川市が８，１２３．４人 /ｋ㎡、松戸市が７，７０５．５ 
  人/ｋ㎡となった。 

また、人口密度の低い市町村は、大多喜町が８８．７人/ｋ㎡、次い

で丸山町が１２３．３人 /ｋ㎡、三芳村が１３７．３人 /ｋ㎡と 
なった。 
 
 

表３－１ 人口密度の高い上位５市町村の推移           単位：人/ｋ㎡ 
 平成２年  平成７年  平成１２年  平成１７年  

１ 市川市 7,606.2 市川市 7,671.2 市川市 7,810.6 浦安市 8,976.3

２ 松戸市 7,438.6 松戸市 7,521.2 浦安市 7,686.9 市川市 8,123.4

３ 習志野市 7,216.3 習志野市 7,283.8 松戸市 7,579.3 松戸市 7,705.5

４ 浦安市 6,690.3 浦安市 7,147.6 習志野市 7,338.5 習志野市  7,564.8

５ 船橋市 6,227.6 船橋市 6,312.8 船橋市 6,419.3 船橋市 6,650.0

 
表３－２ 人口密度の低い上位５市町村の推移           単位：人/ｋ㎡ 
 平成２年  平成７年  平成１２年  平成１７年  

１ 大多喜町  101.8 大多喜町 97.7 大多喜町 93.4 大多喜町  88.7
２ 丸山町 137.1 丸山町 133.0 丸山町 131.0 丸山町 123.3
３ 三芳村 139.8 三芳村 140.1 三芳村 139.9 三芳村 137.3
4 富山町 169.4 富山町 160.6 富山町 150.5 富山町 142.6
5 長柄町 175.6 長南町 173.4 長南町 162.6 長南町 150.3
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２ 世 帯 

（１） 世帯数 

世帯数は２，３２５，２３２世帯 －５年前より７．０％増加―

 
   本県の世帯数は、２，３２５，２３２世帯で、平成１２年調査に 

比べて１５１，９２０世帯，７．０％増加した。 
 １世帯当たり人員は、昭和２０年の５．３２人をピークに減少を続

け、平成１７年も平成１２年調査に比べて０．１３人減少し、 
２．６０人（前回２．７３人）となった。 

   一般世帯は、２，３０４，３２１世帯で、平成１２年調査に比べて

１４０，２０４世帯、６．５％増加した。 
１世帯当たり人員は、平成１２年調査に比べて０．１２人減少し、

２．５８人(前回２．７０人)となった。 
 

(注) 一般世帯とは、全世帯から学生寮・病院・社会施設などの施設等の世

帯を除いたもの 
 

 

図３　世帯数及び1世帯当たり人員の推移
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（２）家族類型別世帯 
核家族世帯は一般世帯の６２％ －５年前より５．７％増加― 

 
   一般世帯を家族類型別にみると、核家族世帯は１，４３１，３５０

世帯 (一般世帯の６２．１％ )で、平成１２年調査に比べて５．７％ 
増加した。 

   このうち「夫婦のみの世帯」は、４６０，１５５世帯（一般世帯の

２０．０％）で、平成１２年調査に比べて１５．６％増加したが、 
  「夫婦と子供から成る世帯」は７８５，６１９世帯（同３４．１％）

で、１．２％減少した。 
また、一人暮らし世帯（単独世帯）は６２０，７９４世帯（同 

２６．９％）で、平成１２年調査に比べて１２．７％増加した。 
  

 

図４　一般世帯の家族類型別世帯数の推移
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＊ 「その他の世帯」とは、「夫婦と両親から成る世帯」や「兄弟姉妹のみ  

から成る世帯」などの世帯をいう。  
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（３） 高齢親族のいる世帯 

一人暮らし高齢者は１３６，９７２世帯―５年前より４０.３％増加― 

 
   ６５歳以上の親族のいる世帯は７１６，７６８世帯で、平成１２年

調査に比べて、１３７，９２６世帯、２３．８％増加した。 
   このうち、一人暮らし高齢者 ( ６５歳以上の単独世帯 ) は、 

１３６，９７２世帯で平成１２年調査に比べて３９，３１８世帯、 
４０．３％増加した。 

また、６５歳以上夫婦のみの世帯は，１４８，１５８世帯で、平成

１２年調査に比べて４５，６３７世帯、４４．５％増加した。 
一般世帯に占める６５歳以上の親族のいる世帯の割合を全国と比較

すると、全国は３５．１％、本県は３１．１％となり、6 番目に少な

かった。 
 
 
 

 

 
 
 

図５　高齢者世帯の推移
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３ 年齢及び配偶関係 

（１） 年齢構成 

老年人口は１，０６０，３４３人 －５年前より２６．７％増加―

 
本県の年齢構成を年齢３区分別人口でみると年少人口(１５歳未満 

人口)は、８１９，３４８人で、平成１２年調査に比べて２３，１８６ 
人，２．８％減少した。 

年少人口の総人口に占める割合を全国と比較すると、全国は 
１３．７％、本県は１３．５％となり１０番目に低かった。 

生産年齢人口 (１５～６４歳人口 )は、４，１５４，６００人で、 
平成１２年調査に比べて８１，３２５人、１．９％減少した。 

生産年齢人口の総人口に占める割合を全国と比較すると、全国は 
６５．８％、本県は６８．６％となり４番目に高かった。 

   老年人口(６５歳以上人口)は、１，０６０，３４３人で、平成１２

年調査に比べて２２３，３２６人、２６．７％増加した。 
老年人口の総人口に占める割合を全国と比較すると、全国は 

２０．１％、本県は１７．５％となり５番目に低かった。 
 
 
 表４ 年齢３区分別人口の推移     単位：人 （ ）内構成比 
区  分 年少人口 

(０～１４歳) 
生産年齢人口 

(１５～６４歳) 
老年人口 

(６５歳以上) 
平成 ２年 １，０３４，３０８

（１８．６％）

３，９９４，２４５

（７１．９％）

５０９，８３７

（ ９．２％）

平成 ７年 ９１５，７１９

（１５．８％）

４，２２４，７３８

（７２．９％）

６５１，７８９

（１１．２％）

平成１２年 ８４２，５３４

（１４．２％）

４，２３５，９２５

（７１．５％）

８３７，０１７

（１４．１％）

平成１７年 ８１９，３４８

（１３．５％）

４，１５４，６００

（６８．６％）

１，０６０，３４３

（１７．５％）

＊ 年齢３区分別人口については、年齢不詳を除き、構成比は人口総数に対する割合 
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平成１７年人口ピラミッドは、昭和５０年の｢つぼ型｣に近い形から、

５５～５９歳、３０～３４歳を中心とした二つの膨らみを持つ「ひょう

たん型」に近い形となった。 
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図６　5歳階級年齢別人口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年
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昭和５０年（３０年前）
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（２） 平均年齢 

平均年齢は４２．４歳 －５年前より２．１歳高いー 

 
   本県の平均年齢は、４２．４歳となり、平成１２年調査に比べて 

２．１歳高くなった。全国と比較すると、全国は４３．３歳で、年齢

の若い順で本県は第６位であった。 
   男性の平均年齢は、４１．４歳、女性の平均年齢は４３．５歳と 

なり、平成１２年調査に比べてそれぞれ２．１歳、２．２歳高く 
なった。 
 

      表５ 平 均 年 齢 の 推 移      単位：歳 
項 目 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年 
総 数 ３６．０ ３８．１ ４０．３ ４２．４ 

男 ３５．１ ３７．２ ３９．３ ４１．４ 
女 ３６．９ ３９．１ ４１．３ ４３．５ 

 
（３） 配偶関係 

３０～３４歳で男性は２人に１人、女性は３人に１人が未婚 

 
   １５歳以上の人口を配偶関係別にみると、男性は、未婚者が 

８４５，５１６人 (１５歳以上人口の３２．６％ )、有配偶者が 
１，５６１，２２５人 (同６０．１％ )、死別者が６４，３３０人 (同 
２．５％)、離別者が７３，３７４人（同２．８％）となっており、 
女性は、未婚者が６１４，４７５人 (同２３．５％ )、有配偶者が 
１，５６６，８４７人(同５９．８％)、死別者が２９１，４１６人（同 
１１．１％）、離別者が１１６，８８７人(同４．５％)となった。 
 15 歳以上の人口の未婚率を全国と比較すると、全国は男性が 
３１．４％、女性が２３．２％で、本県では男性は７番目、女性は 
９番目に高かった。 

２５～３９歳の未婚率を５歳階級別にみると、平成１２年調査に 
比べて、いずれも上昇しており２５～２９歳は男性が７４．４％、 
女性が６０．５％で、それぞれ１．９ポイント、５．５ポイント上昇 
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した。 
３０～３４歳では、男性が４９．１％、女性が３２．０％で、それ

ぞれ４．４ポイント、６．２ポイント上昇した。 
３５～３９歳では、男性が３０．３％、女性が１７．３％で、それ 

ぞれ４．０ポイント、４．６ポイント上昇した。 
 
 

図７　未婚率の推移（男性）
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図８　未婚率の推移(女性）
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４ 住 居 

１世帯当たり延べ面積は８７．２㎡ 

 
住宅の所有の関係別に一般世帯（２，２５１，７７５世帯）をみる

と、持ち家に住む世帯は１，４７５，４１２世帯で、平成１２年調査

に比べて１０．４％増、民営の借家に住む世帯は５３４，５６６世帯

で、７．５％増、給与住宅に住む世帯は８８，４９７世帯で１６．６％

減少した。 
 持ち家のうち、一戸建てに住む世帯は１，１７７，４８３世帯で、 
持ち家の７９．８％を占めた。 

一般世帯の１世帯当たり延べ面積は８７．２㎡、１人当たり延べ 
面積は３３．３㎡であり、平成１２年調査に比べてそれぞれ０．５㎡、

１．９㎡増加した。 
住宅の建て方別でみると、一戸建は１，２６７，９３０世帯（住宅 

に住む一般世帯の５６．３％）で平成１２年調査に比べて５．０％増、 
共同住宅は９３６，４６７世帯（同４１．６％）で１２．４％増加 
した。 
（注）住宅の所有の関係別の一般世帯数は、住宅以外（寄宿舎・寮や病院・  

    学校・旅館・会社・工場・事務所など）に居住している世帯を除く。 
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   統計表                      

別表１ 千葉県の人口及び世帯数の推移         Excel：26KB 
別表２ 平成１７年国勢調査市区町村別人口及び世帯数  Excel：32KB 
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